



































































































































































































































































































































































































































































































































》'1荷 表正唯 火雌１１３限 ''１|答荷数１７名
※原文のまま記職しました。
(1)この授業で良いと思った点があれば苫いてください。
・Moodleを使川もする授業は初めてだったので、大変おもしろく勉強になりました。
・パソコンを使った授巣でハイテクである。
・先生の説明が分かりやすく、伽週長文の術題があることで英船に触れることがＩｌＩ来る
ので楽しかった。
・２つの文を1つにする構造も分かってきた気がする。
・祁週、予習をしてくるので、定期的に英文にふれられてよかった。
・災語を学ぶｋで砿痩なことを教えてもらえた。
・パソコンが腹休なので、授業もＦ習復料も楽しい。
・授業準備がきちんとされているのがすごくよく伝わる。
・災語文法をしっかりとわかりやすい教え方でしてもらえたので、とてもいい授業でし
た。
・授業の後に行われていた小テストが楽しかった。
・パソコンも使ったので、打つのが速くなった。
・説明が分かりやすく、授業自体も面141かつた。
・パソコンを使っていて分かりやすかった。
(2)この授業で改蒋して欲しいと思った点があれば!¥いてください。
・術題等を期限に間に合わなくても減点で受け付けてくれたら良かったと感じました。
・授業の岐後にある小テストの解説が欲しかったです。
・パソコンの操作ミスや||:方が分からない事が成絞にひびくようになっているようなの
で改涛して欲しいです。
・教材の例文をもっと増やして欲しい。（小テストの時にヒントとなるものが少ないの
で、分からない時の解決法がない。）
・英択の'''１.ｲＩｉ期間をもう少し延ばして欲しかった。
・スクリーンを使って兇るとき、部屋が明るかったので、兇にくかった。略くして欲し
かった。
・パソコンを使川した課題提出、サーバの状況でスムーズにいく時と行かない時があっ
た。それによって、評iIlliも変化するので、改善できるのであれば方法を探して欲し
い。
・ハイテクであるがゆえに、パソコンを持っている人と持っていない人の差が生じると
思う。
－２９
半期の間、「英語中級リーディング・スキルズ」の授業を受けた|叫際文化学部の受術生た
ちの上のアンケートから分かるように、受講生たちの不満は、Moodleを使った英語の授業
そのものではなく、ほとんどサーバの不具合などに集中していると帝ってよい。実は、「こ
の授業で改善して欲しいと思った点」に関しては、「英柵リーディング／ライティング」も
ほぼ同じような要望が出ている。
学習習'慣の確立について
話を「英語リーディング／ライティング」に戻そう。「英語リーディング／ライティング」
では、2010年度から成績評１Iliiの割合をMoodleでの授業中の波習が4割で、Moodleでの予
習が1割で、セメスター 末の試験が5割にしている。Moodleでの予科は、教科書の『Attack
YourProblemswithEnglishGｒａｍｍａｒ大学生のための蕪本文法項I｣28』を読んで、次Ｉｎｌ
の授業で行うユニットの「練習問題」を授業の|｜までに解いて置く、というものである。
「練習問題」は､授業で使っている､Moodleの「レッスン」モジュー ルを使って作った「練
習問題」と同一のものである。前もって、授業中に扱うのとIiil-の「練稗問題」に取り組
ませるのには次のような意味がある。すなわち、錐者が担当している「英語リーディング
/ライティング」は、「基礎クラス」なので、その巾で ｜表：予習実施率’
も特に英語の苦手な学生は、英和辞典を引いたり、教科
書を読んで理解したりするだけで、授業中の相当な時間
を浪11iしてしまい、ややもすると、９０分という授業時
間内に「練習問題」→「小テスト」→「添削課題」とい
うフローの雌後にまで辿り蒲かない可能性があり、その
ような学生が多数出るのではないかと危倶されるのであ
る。また１週間にｌ時限のみ、筆者の英語の「練習問題」
に取り組んだからと言って、英語の基礎力が定着するも
のではない｡英語の基礎力が定論しないまま､｢練習問題」
に取り組むと、授業中に英和辞典を引いたり、教科書を
読んで理解したりするだけで、またもや授業''１の相当な
時間を浪我することになり、受識者の学習意欲を薪しく
減退させてしまいかねないのである。
では、このような聯I背から、華者が受講者に課し始め
た毎'''1の授業の予習であるが、次に、2010年度の学生
がどの程度、予科に取り組んだかについて、Moodleの
学習履歴をもとに「表:予習実施率」としてそのデータ
を示そう。
本稿の「調査方法」の所で述べたように、2010年度の
履修登録時の数は前期35名、後期34名であるから、進
路変更や就学の意志なしによる退学､または怠業などで、
－３０－
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受講者の総数は29名に減ってはいる。それはさておき、先の表から分かるように、大部分
の学生が筆者の指示通りに予習に取り組んでいるのである。さらに成紘評価の割合を上げ
るなどして、うまくナビゲートしてやれば、総数においても、毎回の回数に侭いても、予
習をする学生は確実に増えるであろう。英語の学習は１週間にｌ時限では、どう考えても絶
対的な学習時間が不足している。｡i-言うまでもなく、授業で覚えたことも定端しない。そこで、
Moodleを使った予習・復料を活川してやれば、栄生たちのすべての学習の基礎となる学習
習憤の確立だけでなく、基礎学力の定着も夢物語ではなかろう。次のアンケート１２に示さ
れるように、確かに、毎年、「英語リーディング／ライティング」が必修科目だから受講し
たとする学生は多い。しかし、それを補って余りあるくらいに、英語のレベルアップを考
えている学生が増えているのである。
☆アンケート１２☆
【設問】この授業を受講したきっかけは？
公務員などの就職対策のため
陶
鰐
??。?
eラーニング､だから
コンピューターを,使う授業だから
ただなんとなく
鍔ｓシラバスを読んで、内容がおもしろそう
L黒
」必修科目だから ２７
表正幸：Moodlcを活川した英語授業とその授業‘評価（ＦＤ）
Ｍ蕊ｉｎⅡ
英語のレベルアップのため
英検やTOEIC②受験のため １
ロ
ｌＱＱ
3１
その他
／
０５１０１５２０２５３０
■2008年度■2009年度■2010年度
「英語リーディング／ライティング」に関するアンケートの|L'I群者の総数は、2008年度が
lWi、2009年度が30名、2010年度が22名である。ただ、アンケート１２は複数回答も可能
情報処恥センター研究年報ＮＱｌ７（2011）
としたので、それぞれの年度の'''1答粁の総数とＩｌｌｌ答数の総計が一致しないことにfW意して
いただきたい。
先にも述べたように､2008年度の全体の89％､2009年度の90％､2010年度の81％が錐者の｢英
語リーディング／ライティング」を受講したきっかけが必修科ⅡであるからとＩｌＩＩ答しては
いるものの、それとｌｌｉｌ時に英語を勉強したいとモチベーションの高い学生は、2008年度で
は全体の42％だったものが、2009年度には50％、2010年度には63％と確実に増えて行って
いるのである。
結び
鹿児島国際大学では、2008年に学科管理機能を持ったソフト（LMS:Learning
ManagementSystem）のMoodleが一部導入され、2009年には全学的に導入された。これ
を機に、維者はリメデイアル教育レベルの英語という観点から、学習の対象となる教材と
学習|｣標と学科の方法と学習の場所という諸要素の再検討を行い、学習｢1棟を達成するた
めに最適な学習量を割り出した上で、リメデイアル教育レベルの英語用の学習モデルを設
計し、それに合ったコンテンツをMoodleを活川することによって再現した。それを授業の
中で、使川することによって今まで述べて来たような大きな成果が上がっているが、錐着
は本学情報処理センターｊ２催の「ＩＴ技術柄用授業研究発表会」などを通して、その成果を
おおやけにして来た。その成果をもとに多様なメディアが使用され、そのコンテンツがイ
ンタラクティブなモジュールとなるように、筆稀は、Moodleのコンテンツの更なる研究・
開発を現在も進行１１１である。
Moodle導入後は、学生の出来不出来に関わらず、学生に合わせたキメの細かい対応がで
きるようになり、Moodleに記録された評点が平常点として成績評価に関わると言うことも
あって、一人一人の90分間における英語学課に取り組む時間は雌長化した。また学生が予
習にも定期的にかつ積極的に取り組むようになった。
以上述べて来たことをまとめれば、ＩＴを利川した授業は、学生のコンピュータ・リテラ
シーを向上させるだけでなく、学習の基礎となる学科習仙の確立や韮礎学力の定着にも一
役買うであろうから、このメソッドを積極的に活用しようとするスタッフを増やすことが
今後は肝要ではなかろうか。
－３２
